
「文化のみち二葉館」という愛称には、旧川上貞奴邸がかつて
東二葉町にあり、「二葉御殿」という名で親しまれていたこと、ま
た、新しい芽のふたばのように、文化のみちが成長していくという
期待が込められています。

文化のみち二葉館 【名古屋市旧川上貞奴邸】

施設案内

パネルやビデオなどで、文化のみち
の町並みや歴史などを紹介するとと
もに、文化のみちに関する各施設の
利用案内や催し物、関連団体の活
動などの最新情報を発信。また企画
展などを開催し、文化のみちの魅力
をさらに発掘する場としていきます。

◆文化のみち発見　1階大広間

2階展示室7

1階大広間

展示室1では、貞奴の生涯を紹介するパ
ネルとあわせて、主に女優として活躍して
いた頃の資料を展示します。

◆ピカソも魅了した 女優 川上貞奴
　1階展示室1/一部大広間

1階展示室1

近代文学の祖こと、坪内逍遙をはじめ、城山三郎（直木賞）、小谷剛
（芥川賞）、江夏美好（田村俊子賞）、春日井建（迢空賞）など名古屋
を中心とする郷土ゆかりの文学者および文学作品を、資料やパネ
ルで紹介します。
また、当地において盛んに展開されてきた同人誌活動をふりかえり
ます。資料の一部は本棚に配架してあり、手にとって自由に閲覧いた
だけます。

◆郷土ゆかりの文学資料2階展示室5,6,7,8

2階展示室5

戦後間もない昭和23年に創刊された「作
家」、昭和34年に創刊された「東海文
学」、そして昭和24年に創刊され現在も発
刊している「北斗」は、名古屋を代表する
同人雑誌です。これらの同人雑誌から輩
出され活躍した作家や、戦後から現在まで
に中部地方で刊行された同人雑誌につ
いて、寄贈資料をもとにご紹介します。
また、「北斗」の創刊に関わり、長年同人雑
誌と向き合った文芸評論家の清水信（享
年96歳）の没後1周年を悼み、それまでの
創作活動やゆかりの資料などもあわせてご
紹介します。

期　間：2月2日（金）～3月4日（日）
会　場：文化のみち二葉館 2階展示室

※企画展開催時は展示替えします。
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津軽三味線 ～津軽旅響～
時　間／13：30～14：30
会　場／1階 大広間
出　演／和胤会主・津軽三味線・神谷 茂良
　　　　津軽三味線・稲垣 純也　民謡・土田 真由美
演　目／津軽じょんから節、津軽三味線掛け合い、二重奏 田神 他

時　期／2月8日（木）～2月18日（日）　
時　間／10：00～17：00
会　場／1階 展示室
協　力／成田山貞照寺

川上貞奴の手書き雛の羽織と雛人形

トークイベント
「清水信さんを語る ―これからの同人雑誌」
日にち：2月17日（土）
時　間：13：30～15：00
会　場：1階 大広間
鼎　談：衣斐 弘行（同人雑誌「火涼」主宰）
　　　  清水 良典（愛知淑徳大学教授）
　　　  司会 竹中 忍（同人雑誌「北斗」主宰）

❖「中部の同人雑誌展―清水信さんを偲んで」
時　期：2月2日（金）～3月4日（日）
時　間：10：00～17：00
会　場：2階 展示室

明治4（1871）年生まれ。
16歳で芸者となり、23歳で
書生演劇の川上音二郎と
結婚。川上一座のアメリカ
巡業で、女優として初めて舞
台に立つ。ヨーロッパに渡
り、明治33（1900）年のパ
リ万博でマダム貞奴の名
は、一躍有名になる。音二
郎の死後、福沢桃介の事業
パートナーとして、また自らも
事業家として、「二葉御殿」
で暮らした。

川上 貞奴

明治元年（1868）生まれ。
福沢諭吉の次女ふさの婿。
名古屋電灯（株）の取締役
となった頃から電力事業に
乗り出し、大同電力（株）を
設立。名古屋を拠点として、
木曽川水系に大井発電所
をはじめ７カ所の発電所建
設。電力王といわれた。

福沢 桃介

❖福よせ雛
時　期：2月7日（水）～2月12日（月・祝）
時　間：10：00～17：00
会　場：2階 和室

❖「福よせ雛」制作無料講習会
時　期：2月9日（金）、10日（土）、11日（日・祝）
時　間：（各日）第一回10：30～12：00
　　　  　　　第二回13：30～15：00
会　場：1階 集会室

平成30年
2月8日（木）
10：00～17：00

2月8日（木）のみ来館先着100名様に
記念品を進呈。
進呈場所は文化のみち二葉館 1階受付　10:00～
※なくなり次第終了

文化のみち二葉館入館者プレゼント

2/8木は入館料無料

主　催：文化のみち二葉館
協　力：成田山貞照寺、古裂美術工房、福よせ雛プロジェクト、文化のみち橦木館、東区文化のみちガイドボランティアの会、各一般企業　（順不同）

Event 主なイベント
ふたばの日催事 2月8日（木）

2月2日（金）～3月4日（日）　

中部の同人雑誌展
―清水信さんを偲んで

同人雑誌評の第一人者として、鈴鹿から発信し続けた清水信
さんの文芸活動や人物像について、そして同人雑誌のゆくえに
ついてなどお話しいただきます。

鼎　談：衣斐 弘行（同人雑誌「火涼」主宰）
　　　 清水 良典（愛知淑徳大学教授）
　　　 司会／竹中 忍（同人雑誌「北斗」主宰）
日にち：2月17日（土）
時　間：13：30～15：00
会　場：文化のみち二葉館 １階大広間

2月17日（土）

清水信さんを語る―これからの同人雑誌
トークイベント

※当日先着自由席

衣斐 弘行氏 清水 良典氏 竹中 忍氏

【名古屋市旧川上貞奴邸】

文化のみち二葉館

〒461-0014 名古屋市東区橦木町3丁目23番地
TEL/FAX 052-936-3836

URL http://www.futabakan.jp/
開館時間／午前10時～午後5時
休館日／月曜日（祝日の場合はその翌日）

旧豊田佐助邸
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交通のご案内

・一日乗車券を利用してご来場の方は、文化のみち二葉館
入館料割引！ 200円 160円一般

●なごや観光ルートバス　メーグル「文化のみち二葉館」下車　●地下鉄桜通
線「高岳」下車、2番出口より北に徒歩10分　●名鉄瀬戸線「尼ヶ坂」下車、南に
徒歩12分　●市バス「飯田町」下車、北に徒歩2分　●基幹バス2号「白壁」下
車、南に徒歩5分

＊駐車台数に限りがありま
すので、できるだけ公共交
通機関をご利用ください。

ふ 日たばのたばの
文化のみち二葉館 開館十三周年

文化のみち
橦木館も
入館料無料

10:00～17:002月8日（木）当日のみ
先着100名様に橦木館オリジナルグッズを進呈

入場無料（要入館料）※2月8日のみ入館料無料

13th Anniversary


